
平
成
29

年
４
月
29

日
（
土
）

に
明
治
公
園
に
て
中
央
メ
ー
デ
ー
、

５
月
１
日
（
月
）
に
は
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
に
て
日
比
谷
メ
ー

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

朝
か
ら
天
候
に
恵
ま
れ
、
汗

ば
む
陽
気
の
中
、
台
東
支
部
か

ら
は
中
央
メ
ー
デ
ー
に
２
名
、

日
比
谷
野
音
に
は
12

名
の
組
合

員
が
結
集
。
日
比
谷
メ
ー
デ
ー

で
は
、
５
月
１
日
メ
ー
デ
ー
統

一
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
戦
争
法
廃
止
！

許
す
な
共
謀
罪
！
憲
法
改
悪
を

許
さ
な
い
！
」
の
も
と
、
サ
ブ

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
★
労
働
法
制
の

改
悪
反
対
！
一
日
８
時
間
労
働

制
度
の
破
壊
を
許
さ
な
い
！
★

福
島
を
忘
れ
な
い
！
原
発
の
再

稼
働
糾
弾
！
辺
野
古
新
基
地
建

設
阻
止
！
★
戦
争
法
廃
止
！
許

す
な
共
謀
罪
！
憲
法
改
悪
を
許

さ
な
い
！
を
掲
げ
36

項
目
に
わ

た
る
労
働
者
の
声
を
発
し
て
き

ま
し
た
。

式
典
終
了
後
は
梯
団
を
組
み
、

日
比
谷
公
園
か
ら
鍛
冶
橋
の
駐

車
場
ま
で
を
デ
モ
行
進
。
我
々

清
掃
事
業
に
携
わ
る
労
働
者
を

取
り
巻
く
様
々
な
問
題
を
訴
え
、

労
働
者
の
み
な
ら
ず
日
本
に
暮

ら
す
生
活
者
の
権
利
を
高
々
と

訴
え
、
今
年
の
メ
ー
デ
ー
も
大

成
功
・
無
事
故
で
終
え
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆

様
、
暑
い
中
を
大
変
に
お
疲
れ

さ
ま
で
し
た
。

台
東
支
部
は
全
組
合
員
が
一

層
の
団
結
を
も
っ
て
、
こ
れ
か

ら
も
労
働
者
の
権
利
を
守
る
た

め
闘
っ
て
参
り
ま
し
ょ
う
！

◆
メ
ー
デ
ー
参
加
者

【
中
央
メ
ー
デ
ー
】
瀧
澤
幸
広
・

金
子
隆
【
日
比
谷
メ
ー
デ
ー
】

鈴
川
信
生
・
植
村
純
・
原
田
輝

高
・
片
岡
良
亮
・
中
尾
知
央
・

鈴
木
亨
・
福
地
和
幸
・
藤
代
哲

也
・
田
中
伸
一
・
鈴
木
義
明
・

須
藤
政
樹
・
瀧
澤
幸
広

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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第88回
中
央
メ
ー
デ
ー

日
比
谷
メ
ー
デ
ー

開催

メ
ー
デ
ー
に
集
っ
た
台
東
支
部
の
仲
間
た
ち

団
結
が
ん
ば
ろ
う
！

デ
モ
行
進
へ
！
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ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
翻
訳
し
た
人

正
岡
子
規

柿
く
え
ば

鐘
が
な
る
な
り

法
隆
寺

◇

子
供
の
こ
ろ
、
草
野
球
と
言

う
よ
り
も
軟
式
テ
ニ
ス
ボ
ー
ル

を
使
っ
て
、
三
角
ベ
ー
ス
の
野

球
を
や
っ
た
も
の
で
し
た
。

◇

数
年
前
、
当
日
の
作
業
で
軽

小
の
上
乗
り
を
し
た
際
に
、
根

岸
界
隈
を
回
り
子
規
庵
の
集
積

所
に
た
ど
り
着
い
た
と
き
に
感

動
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い
ま
す
。

◇

こ
の
人
が
野
球
と
い
う
言
葉

を
翻
訳
し
、
四
国
松
山
か
ら
上

京
し
て
生
涯
を
終
え
た
生
家
、

野
球
愛
好
家
に
と
っ
て
は
神
様

的
存
在
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

◇

♪
野
ぁ
～
球
ぅ
～
す
ぅ
る
な
ら

～
♪
こ
う
い
う
具
合
に
し
や
さ

ん
せ
♪
ア
ウ
ト
！
セ
ー
フ
！
よ

よ
い
の
よ
い
♪

（
Ａ
モ
リ
）

台 東 新 聞 第34号 ( 2 )

15賃金確定闘争において、全ての一般職員を一律拠出割合の対象にすること、現行１％

以内を４％以内に拡大すること、平成２９年６月支給分の勤勉手当から適用することが妥

結しています。当初、区当局より一律拠出については「全職員一律４％の拠出」と提案が

ありました。

この提案を受け「到底受け入れられない」「交渉の議論もできない」「職場に持ち帰れ

ない」「今まで現業においては、一律拠出がされていない」等反論してきました。そして

台東区職労にも確認をしたところ、同じ内容で提案され「区職労としても受け入れられな

い」と反論をしたとの事でした。同じ内容で提案されたことから、昨年の暮れから台東区

職労と頻繁に協議・意見交換等を行い、合同で事務折衝もしてきました。

その結果、当初提案で全職員一律４％であったものを、統括技能長・技能長・技能主任

１％・１級職0.5％、「但し、これまで拠出のなかった職層についは、29年度の拠出割合を

５割引き下げた経過措置を設ける（統括技能長・技能長・技能主任0.5％・１級職0.25％）」

との踏み込んだ考え方が示されました。

この最終提案は、全組合員で闘い抜いた結果であることを踏まえて、支部執行委員会で

判断してきました。

〇行（二）

※これまで拠出のなかった職層については、２９年度は経過措置の拠出割合を設ける。

※上記一律拠出割合は当面の対応とし、能率給である勤勉手当の趣旨に鑑み、毎年度

見直しを協議する。

適用期日

平成２９年６月支給分の勤勉手当から適用する。

一律拠出割合について

勤務成績判定区分
一律拠出割合

（特別区上限）

一律拠出割合

（台東区）

統括技能長・技能長・技能主任 ４％以内 １％（0.5％）

１級職 ４％以内 0.5％（0.25％）

2 0 1 7年 5 月 15 日


